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生ごみ堆肥の塩分濃度の簡易測定法

生ごみを堆肥として有効利用してゆくことが求められていますが、生ごみを材

料とした堆肥は、塩分含量が高いのではないかとの不安があり、利用が進んでい

ません。

そこで、現場で行うことができる生ごみ堆肥（生ごみ処理物）中の簡易な塩分

（塩化物イオン）濃度測定法について検討しました。その結果、生コンクリート

および細骨材中の塩化物イオン測定試験紙を用いることによって生ごみ堆肥（生

ごみ処理物）中の塩分濃度評価が可能であることが明らかになりました。

本方法により、生ごみ堆肥の利用時に不安材料とされる塩分含有量を簡易に判

定することができます。

図１ 試験紙による生ごみ堆肥（生ごみ処理物）塩分濃度測定の操作手順

図２ 簡易測定法とイオンクロマトグラフ法（実際の値）の関係
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使用方法

1 吸い上げ口を液に浸せきする。

2 約20分間静置する。

3 指示値を読み取る。

4 付属の換算表により、指示値をCl濃度に換算する。

せきする。

試験紙の使用方法

試料液の調整
試料5gを50mlのイオン交換水で懸濁し、30分間振とうを行う。
　　　　　　　　↓
懸濁液を乾燥ろ過する。

試験紙測定値の換算

試験紙による測定値は実際の値より若干低くなるので

以下の換算式で補正してください。

Y=1.16X+0.09（Y；実際の値、X；試験紙による測定値）
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Y=1.16X＋0.09

r=0.9893
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*　X,YはNaCl％換算値


